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めっきり寒くなり、２０１０年もいよいよ押し詰まってまいりました。

今年は季節型のインフルエンザやノロウイルスの流行が懸念されていますが、皆様お変わりございませんでしょうか？
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　　　　　　　　　　　　　　皆様のお力添えで美しくなるグリーンライン。

　　　　　　　　　　　　　　秋には写真のような美しい紅葉も見られ、スピードを落として紅葉見物の方も

　　　　　　　　　　　　　　多く見られたそうです。

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　今年は新年の『御来光』をグリーンラインで臨むのは如何でしょうか？

　　　　　　　　　　　　　　もしかすると・・丸山理事長にも、お会い出来るかも知れませんﾖ♪

　
愛護部門事務局　宮本
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１０月１７日（日）第３回現地交流会のお礼が遅れましたが、当日はお天気にも恵まれ沢山のご参加をいただきまして、誠にありがとうございました。

今年も可愛い子達と会えました事、また大切に大切にしていただけている事を本当に嬉しく思いました。

皆様にも『一言スピーチ』をいただきまして色々なお話しを聞け、楽しい時間は「あっ」という間に過ぎて行きました。

また来年も、素敵な笑顔にお会いできる事を願いながら、第４回を催せるように頑張らなくてはいけませんﾈ。

ご参加下さいました皆様、本当にありがとうございました。

今年はご都合のつかなかった皆様、来年は是非お会いいたしましょう。

NO.２
＊ご寄付御礼＊
　山下様・内海様・岡崎様、またゴン太郎君のブログを通じて愛知県の篠田様・ブログ名獰猛愛玩犬殿様の皆様から沢山のご寄付を頂きました。ありがとうございました。
多くの方々のご支援があって、保護活動が続けられています。本当に感謝しています。
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「協賛会員の募集」

「グリーンラインの犬たちの会」では協賛会員を募っております。

特に資格はありません。「グリーンラインを愛する会の捨て犬等保護事業を支援したい」そう思ってくださる方ならどなたでも結構です。この会報をお読みになっている方で、里親様以外の方、また皆様の周りの方々にもお声掛けをお願いします。

申し込み方法；「郵便番号」「住所」「氏名」「電話番号」をご記入の上、１年分の会費として８０円切手を２０枚入れて事務局にお送りください。

（年間2千円以上のご寄付を頂いた方は自動的に登録させていただいております）
　


いつも『飯の為なら　なんでもするズラ！』のゴン太郎君のブログを紹介していますが、今日は別のブログのご紹介です。

それは・・『頑張れプッチ！』

http://blog.goo.ne.jp/pucci0521/　　

先日は、胸がツンッツンッとする事件があったらしく・・。

その前は「とおさん」と「かあさん」の寝室まで公開！ 

気になった皆様、どうぞ覗いて見てくださいね～♪

「編集後記」
今年も残すところ僅かとなりました。

このまま、放棄犬が会に保護されるような事無く、一年を平和に終わりたいと思っています。

今回は、犬の血液型についてお話したいと思います。

犬の血液型は人間と違い大まかに２種類に分かれますが、簡単に言うと『＋』・『－』といった感じ。

一般的には『＋』が大半です。

『＋』であればもしも手術で輸血が必要な事になっても、供血犬から血を貰う事に問題はありません。

『－』であれば１度目は『＋』の輸血も大丈夫。

でも・・問題は２度目からなのです。

勿論、個体差がありますので絶対ではありませんが、同じ血液でないので拒絶反応が起こる可能性があるからです。

以前お話した「バベシア」などで貧血などになる場合は、繰り返しの輸血も考えられ、こういった時には困る事になります。

「『－』の供血犬探せばいいじゃない♪」とは言え、一般的でないので獣医科でも『ミラクル』と呼ばれるほど。

こうなればもう、我が愛犬がミラクルな『―』でない事を祈るのみ。

まあ・・輸血が必要な病気にさえならなければ、なんら問題はないのですけどﾈ。

でも・・・もしも・・・！！

『―』の供血が必要な場合は？

量の必要な『―』の場合は？

我家に『ミラクルボーイ☆』がいますので、お力になれますよ～♪

（ﾜｶﾞﾔﾉ　ﾃﾞｶｲﾜﾝｺ・・『－』ﾃﾞｽ　　ｼﾞﾌﾞﾝﾊ　ﾀｲﾍﾝｺﾏﾙﾉﾃﾞｽｹﾄﾞﾈ・・）

逆に『－』でした！という方はご一報を。

情報共有いたしましょう♪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛護部門 事務局　宮本
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ブログ紹介








ありがとうございました♪
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